



Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 19) 
Sequential Changes in Nutritional Status of Preschool Children in 













































初一回　調　査 第　2回調査 第3回調査 第　4　回調査昭ρ和43年度 昭和48年度 昭和53年度 昭和58年度
婁購｝ユ。名 羅老｝1・名 器老｝14名’ 懇嚢｝9名
平均年齢4，7歳 平均年齢5．2歳 平均年齢5．1歳 平均年齢5．4歳
公立保育園児童 公立保育園・私立幼稚 公立保育園・私立幼稚 公立保育園・私立幼稚
園に通う。 園に通う。 園に通う。
」農業世帯 農業世帯 農業世帯 農業世帯































雑類楼ン嚇難 140P00 120W0 150P20
i30
P0曇
い　　　も　　　類 30 30 2⑪ 30
砂　　　髄　　　頻 5 5 掃 10
英　　　子　　　類 繧⑪ 40 5D 45
抽　　　脂　　　類 ユ¢ 10 互⑪ 10
豆　　　　　　　類 49 項o 40 40
録　黄　色野菓 5⑪ 50 55 55
その他の野菜 loo 100 no 110果　　　実　　　類 1看⑪ 100 100 100
侮　　草　　類） （　1） （　1）（1～2）（ユー2）
魚　　　介　　　類 30 30 透o 楼o
肉　　　　　　i睡 舘 30 35 35
卵　　　　　　i顧 50 50 50 50






































































’い@　’　．　　’　　　53　’”　年 29±3．’2・’ 7：ヒL3 ’22’±2．2 ・4　：ヒ　0L　6．　．一
58　年 23±’6．7 ’5±2．1 18±5．4 　　　　　FE． S±’1．O；
妃年／43年x100　． ．　　　135．3　・ ユ33己・3 135．7 1333－…一；
53年／43年×100・　　　170．6 233．3　　」 ・157．1 ．133．3　　1
．58年／’43年x工00 ユ3臥3・ 166．7 12816 　　　　；
???．
”53年／’48年×’100 126．1 175．O 115．8 100．O
5B年／4B年xIGO 100．0 工25．0 947 100．O・’1
58年／53年x　100 79．3 71．4 七8L8 ．100．O
表4．’都市近郊農村幼’凾XN14名の秋の連続3日間の食事に出現した食品の推移??
?








載 糟白米1眺曜ピー7ン．小麦扮， 且パゲ7テイ，ホ 闘．’ビーフン，う （壇瓢） スパゲッティ 餅．ビーワン （撹順 ス斥ゲ7ティ’ 餅，’ピー’7ン （種甑
’ぜン朝、・うどん，　≒・カロニ，即 んめん，蛙 どん





? 植物曲，マヨネー文 バター，マーガ1」 バター，ピーナワ
脂顕 〔2腫躍D 2’ ン　． 4 ツパクー 4・
㈱ ごま，ピーナッツ　　（2種晒｝ ピーナッツ ?? ぎんなん 3 ビーナッッ ?? 瞭噌，揃豆，油柳ヂ，豆腐，打 礪掲げ・ 打ち豆 　1?
ち豆　　　　　　　（5種顕） 5 5 ’5’
































りんご，いちぢく，みかん，製， 厘，ぶどう 挑（缶） 』‘どう 携（｛励? バナナ，甘柿，さわし梼椀（缶） パイン（田?
田腫顛） B・ 9 9
海 　．ｱわかめ，浅犀1のり．こんぷ． ひじき 切り昆布 ひじ｛き 切り毘布 ふりかけ のり佃諏，切り昆
草順 のり｛田無，．切り昆布　（5種頃） ．． 5 5 布 4
調僻 塩，醤油，化学調味蒋，群，カ 卜守トケチ瑠ッブ， トマトケチ＋7プ．
レールウ，こし’よう・ 酒 ウスターソーλ，．
味等 ’（昼睡顕）．























































































朝　　　　食 昼　　　　食i給”食） 夕　　　　食 3食別｣立型
　間　　　　食
o臆保蒋所の間食

















・米　飯 米　飯 栄　飯 どら焼　　…　　；?
みモ汁（罵鈴薯，キョ・べ 天ぷら みそ汁（馬鈴薯，葱，鯵） みかん







米　飯　　　　　　・ 米　飯 米　飯　　　　， 　　　　　　　もpナナパン
みそ汁（焔鈴薯，なす、 ふわふわオムレツ みそ汁｛しじみ） 牛’乳　　　　㌔
昭 蔽） ハムソティ，トマト 潰物（なす，うり） 西　瓜　　　　　』?







米　飯 米　飯 米飯 バナナパン隼 みそ汁（里芋，大根） 煮しめ みそ汁（罵鈴薯，慧，麩） みかん







米　飯 米　飯 米　飯 西　瓜





























豪　飯 栄　飯 米　飯 チョコレートパン




7ルーツポンチ 潰物（きゅうり）いかの刺身 c　・　c　，　c プリンスメロン・iミルク，バーム
和 焼魚（甘ロ塩ます）ﾈすの油妙め
南瓜の煮物トマト クーヘン）



























































































岬 鍛 類 い 砂 菓 油 種 ｝見 繰 モ 果 海 魚
? ?
乳 調嗜 総


































































151 40 191 65 7 46 9 1．6 41 23 204198 2 41 23 32 147 43 1064．6
娼年 S．D． 41 32 17 39 3．6 25 5．1 1．7 22 17 167125 2．3 25 12 15 79 50
C．V．（％） 27 79 9 60 51 54 5710654 74 82 63115 61 52 47 54 115
一∫ 133 49182 51 8250 15 0．3 35 31 169124 3 49 46 64 161 63 1051．5
53年 S．D． 28 19 17 25 3．1 14．5 3．3 0．6 15 16 79 95 2．4 27 18 18 84 56
C．V．（粥） 21 39 9 49 3B 29 22 奢oo 43 53 47 77 80 55 40 2B 52 89
一? 9君．8 39．7132．5 L46239．112．7o．1243．929．271．6131．02．3 42248ユ 54．3160．985．3910B
58年 S．D． 19．315．522．519．7 2．7 29．3 5．5 o．27la513220．240．7 L622．022．120．884．51193























































































































































































































































































































　牌茸　　胃 摂取不足 50％以下 適量摂取 91～110％ 多量摂取 201％以上
　　一H品群別七 48年 53年58年43年48年53年 5B年43年48年53年58年
穀　　　　類 25 o o 22 15 18 36 11 0 o o G
い　も　類 30 10 7 o 5 o o ユ1 0 55 29 0
砂　糖　類 65 8 o 0 o 22 21 33 5 玉1 14 0
菓　子　類 10 10 7 33 15 18 36 o 20 13 0 33
油　脂　類 75 25 0 三1 10 15 o 22 0 3 14 1ユ
豆　　　類 25 23 7 o o 10 7 22 2G 3 o o
緑黄色野菜 80 65 36 33 5 5 14 11 5 o o o
その他の野菜 40 10 o 1ユ 10 10 ユ4
? 5 28 43、 o
果　実　類 10 18 o o 15 15 21
?
35 23 14 o
魚　介　類 15 20 ユ4 o 15 3 7 22 10 33 14 o
肉　　　類 7⑪ 28 7 11 5 ユ5 14 11 5 ’0 7 33
卵　　　　類 弓o 3B o o 5 ユ3 i4 22 5 「　o o o








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































摂取不足50％以下 適量摂取91～110％ 多量摂i取i51彩以上隷携糠簸 ? 48年53年5B年43年48年53年58年43年48年．53年 58年
エネルギー 5 o 0 0 38 53 43 33 o o o 0
総たん白質 ユo o 0 o 19 38 21 67 5 o 7 o
動物性たん白質 3B 5 0 o 14 o 29 56 o 3 21 1ユ
脂　　　　質 19 0 0 o 10 33 36 22 5 3 ユ4 0
カルシウム 33 13 0 0 5 28 21 11 o 5 7 七〇
鉄 5 o 0 0 5 48 26 22 19 0 7 o
ビタ　ミ　ソA 33 48 0 o 14 5 36 11 o 0 7 11
ビタ　ミ　ンB聖 o 8 0 o 10 35 21 44 o o o 0
ビタ　ミ　ンB， o 8 0 0 ．5 35 14 器 ユ5 o o o












穀類エネルギー比醐 襲 褒 39 34 義彗質　コニ　ネ　ノレギー　上ヒ（曳分 68 165 57 54 64～57
米類エネルギー比働 36 35 2多 25 脂質エネルギー比〔鮒 18 22 29 31 25～30
















































? 昭和43年 48　年 53　年 58　年
総たん白質の摂取比率（％） 92±31 ユ01±19 122±23 101±17
動物姓たん白質の摂取比率（％） 68±36 86±29、 129±35 112±28
動物性たん白質比（％） 35±2．9 43±2．4 51±2．4 552土5．4
1た　　　ん　　L白　　　価 81（S） 8唾（S） 88（S） 85（S）
ア　　ミ　　ノ　　酸　　価 89（Thr） 87（Thr） 87（Thr） 87（Thr）
一　　　E／丁比－ 2，546 2，546 2，560 2，527
動　物　性　脂　質　比（％） 40．7土8．7 37．8±8．3 49．0±3．8 48』±52
註：（）：第一制限アミノ酸，S：含硫アミノ酸，　Thr：スレオニン
表14．，対象児の体位・体力評価の推移
昭和43年 48　年 53　年 58　年　　　　　　　　　調査年度


















































































平均値 3．1 OB25．8 34 α8 25．8 2．6 0．7 26．9 3．5 o．7 20」
一99一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第22集　1985
学的に有意藩は碍られなかった。
6．全体的考寮
　以上の如く，日本経済の高度成長のほぼ中期から最
盛期を経て，低成長時代に至る約15年間の時代的推移
による都市近郊農村幼児の食生活変容の実態を，9～
14名の事例にっいて観築したのであるが，栄養素等摂
取状況評価を各指標に照らすならばこの15年間には改
普の方向に推移しつつあると概観できる。しかしなが
ら，初回調査年度より1G年後の53年度の該改普度が顕
著であり，それに比して58年度の改善度は概して低率
となっており，とくに，エネルギー摂取比率（85．3％）
が低く，しかも鉄（83．7％）およびビタミンC（72．4
％）の摂取比率とともに初回調査年度の成績を下回わ
る結果も怨られている。これに類似の傾向は都市近郊
幼児17）の場合にみられ，他方，山村幼児15）の場合は15
年後も未だ改善度は顕著であることに着目するならば，
改善度のピークに至るまでは摂取比率の上昇がみられ，
ピーHクに至ると別の現象が観察されるようになるので
はなかろうかと推測される。幼児の食物摂取は，生活
理境や生活様式によって大きく影響を受けるので，そ
れらの変動状況が把握されていない場合には，上記の
現象にっいての適切な考察は出来ないが，少数の事例
ながらも，幼児栄獲の変容における一つの現象として
温めておきたいと思う。
　今日，子どもの食生活の乱れが世の関心を集め，栄
養素等摂取状況の偏りが指摘されているがs）7｝B），それ
らの事象に比べるならば，調査対象世帯の主婦は，本
調査への協力の意図に子どもの食事内容の把握をあげ，
農業および農外就労と家事労働の多忙な中を年4回の
調査に協力されるなど，食生活への関心は比較的高い
ものと判断されることから，あるいは得られた成績は
一般の現状より喪好であるのかも知れない。唯，今日
の栄獲学の示す指標に対比するならば，穀類，緑黄色
野菜，その他の野菜および乳類をそれぞれ30～40％増
加し，菓子類と肉類をやや滅じ，エネルギー一一一P，鉄，ビ
タミンBi，　BzおよびCを12～28％増やすよう努める
ことが都市近郊農村幼児の栄養改善の当面の諜題とい
えるようである。
表15．保育園において実施した栄養指導の主題
? 実施年月　日 主　　　　　　　　　　　　　題
第　1　回 59年4月27日（金）3～5歳児の1日に摂りたい食品の組み合わせ
第　2　回 5月4日（金） 六つの基礎食品を食卓に
第　3　回 5月11日（金） 歯の健康を守る7力条
第　4　回 5月25日（金） 簡単なおやっの作り方（実演と試食を含む）
第　5　回 6月8日（金） お母さんの手作りのすすめ
第　6　回 6月ユ5日（金） 子どもに食べさせたいおかずの作り方（実演と試食を含む）
第　7　回 6月22日（金） 健康な体をっくる日常生活のチェックぷイント
第　8　回 6月29日（金） 幼い時に食べた味は忘れない
駐i：時間は14：30～14：55の25分間。
　　プリントを作成して配布し，主に講義形式で行う。
　なお，今回は調査を終了して4か月後より，対象世
帯を含む保育園園児の保護者を対象に，これまでの調
査結果より指摘される問題点を考慮の上，表15に示す’
ような主題のもとに栄養指導を試みた。就労の母親が
多いこともあり出席は余り芳しくなかったが，著者に
とっては食生活指導を進める上でのいくつかの示唆を
授けられ，得がたい機会であった。
　これから迎える80年代後半は，すでに提唱されてい
る日本型食生活と，依然として根強く残っている欧米
追随の気風とから日本人の食生活の未来は予測困難と
いわれるなかで、5年を出ずしてかなり明確な予測が
可能な時代が来るのではなかろうかとの推測19）も示さ
れ，これらの情勢が幼児栄養にどのように反映される
ものであるか，さらに検討を続けて行きたいものと思う。
　　　　　　　　　要　　　約
　幼児栄養をより的確に把握するために，昭和43年，
48年，53年および58年度の都市近郊農村幼児の食品・，
栄養素等摂取状況にっいて検討を加えた。対象児は4
～6歳児9　・一　14名で、四季の各連続3日間（通年12日；
間）の食物摂取量を個人別に秤量し，食晶構成目安量1
ならびに個人別に算定した栄養所要量と対比して，5：
～15年間の推移状況を調べ，以下の結果を得た。
　（1｝　損i取食品数は1人1日当たり平均17→23→29→
・一 ?O0一
幼児の食生活に関する研究（第19報）
　23種類と推移し，そのうち動物性食品数は3→4
→7→5種類へ，植物性食品数は14→19→22→18
　種類へ，いずれも53年度まで漸増して，58年度は
　やや減少した。間食食品数は3→4→4→4種類
　と48年以降不変である。
（2）食品群別摂取状況は，15年間に増加したのは油
　脂類，肉類および乳類であり，減少したのは米類
　と菓子類であり，さしたる変動のみられなかった
　のは豆類，海草類および魚介類であった。その他
　の食品群は途中の5～10年間に増減いずれかの現
　象が観察された。摂取比率の平均値は93±45→
　116±59→121±38→100．3　t　30．2％へ，目安量
　に対するパターン類似率はO．　909→0．897→O，958
　→O．961へ推移した。15年後において充足されて
　いないのは穀類，緑黄色野菜，その他の野菜およ
　び乳類の4食品群であるe
｛3｝栄養素等摂取状況は，15年間に摂取比率の平均
　値は86±24－－96±32→　110±ユ7→95±13％へ，所
　要里パダーンに対するパターン類似率は0．962→
　O．954→0．992→O．987へそれぞれ推移し，動物
　性たん白質，脂質，カルシウムおよびビタミンA
　の摂取増が大きく，充足されないのは43年度は鉄
　とビタミンCを除く8栄養素，48年度はたん白質、
　鉄およびビタミンCを除く7栄養素，53年度はビ
　タミンB1とB2の2栄養素のみであったが，58年度
　はエネルギー，鉄，ビタミンB直，B2およびCの5
　栄養素となり，摂取上の個人差は縮少している。
｛4）摂取エネルギー比にっいては，穀類エネルギー
　比（44→44→39→34％），米類エネルギー一比（36
　→35→29一中25％）および糖質エネルギー比（68→
　65→57→54％）は漸減し，脂質エネルギー比（18
　→22→29→31S），たん白質エネルギー比（14→
　13→14→15％）は漸増し，小麦類エネルギー比（8
　→9→沁→9％）にはさしたる変動はみられなか
　った。
｛5｝摂取たん白質の質的評価は，動物性たん白質比
　は35→43→51→55．2％と推奨値を超えるに至り，
　たん白価は81→85，アミノ酸価は89→87へ推移し，
　第一制限アミノ酸は前者は含硫アミノ酸，後者は
　スレオニンであった。
C6）動物幽讃比は40．7－37．8→49・。→48・0％へ増
　減しつつも漸増した。
〔7｝対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は，
　身長は105土3．4→98±2．0→98±4．9→IOO±
　　4．7％，体重は110±6．0→96士6，0→95±13、5
　　→100±7．6％といずれも適正範囲にあり，体力
　　評価の平均値は3．1±0．8→3．1±0，8→2．6±0．7
　　→3．5±O．7とほぼ中位の成績であった。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を
賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し上げま
す。また、調査の進行上限りないお力添えを賜わりま
した大形保育園ならびにあおい幼稚園，の諸先生方，さ
らに調査対象のご家庭の方々の一年間にわたるご協力
に対しまして，深く感謝申し上げます。
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